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小学校社会科単元 ｢森林と大気と生活｣の実験授業の分析と考察 (2)
一 間題編の分析と考察 -









1 はじめに 環境問題を科学的に認識できると考えている｡ それ
2 実験授業の概要 1`) 故,問題編の問題に対する回答の分析と考察を通し
3 問題編の分析と考察 て,実験授業で,どのように基礎的,基本的知識が
獲得されたか,どのようにねらいが達成されたかを
問題編の必修問題は,問題 1-36で構成されて 明らかにしたい｡ 
いる｡ 各問いの副間を含めると全部で,118間で構
成されている｡ 問題 1から36までの正答者数と正 (1)問題の問題点の分析と考察
答率を求めたところ,表 1の通りである｡ なお,無
答者がいたところは,その実数を表中の ( )内に まず,正答率の低かった問題の検討を行う｡ その
示した｡ 際,これまでに行った単元 ｢水と生活｣(小学校 4
単元 ｢森林と大気と生活｣の学習書は,児童が地 午,1980年),｢水の汚れと合成洗ざい｣(小学校 5
球環境問題を科学的に認識にすることをねらってい 午,1983年)lL',｢ごみと生活｣ (小学校 4年,1992
る｡このため,テキストと問題集を対応させており, 午){:‡',｢森林と水と生活｣ (小学校 5年,2003年)`4】
問題集の問題に答えたいという意欲のある児童がテ の実験授業の分析 と考察の経験から,正答率が 75
キストを読めば,回答は容易に兄いだせるように作 パーセント以下の問いを対象とする｡ なお,｢なぜ
成している｡ 回答する - ｢わかる｣ことととらえて -｣という問いなどの要求度が高い問いでは,正答
いる｡ それは,｢わかる｣ことが児童の学習意欲を 率が 60パーセント以下の問いを対象とする｡ この
喚起し,連続して学習すると考えているからである｡ 基準値より正答率が低かったのは,全 118間中 5間 
回答する- ｢わかる｣を連続していけば,本単元で (4.2パーセント)であった｡基準達成率は95.8パー
ねらっている基礎的,基本的知識が獲得され,地球 セントであった｡
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表 1 各問題に対する正答者数と正答率 
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※	 1 ( )内は無答者数 




















































林を伐 りつ くした 
熱帯林減少の原因 
小学校社会科単元 ｢ ()森林と大気と生活｣の実験授業の分析と考察 2
この基準値以下の正答率の低さは,児童の側に起
因するのか,｢問題｣に起因するのかを明らかにす
る｡ 基準値以下の問題は,問題 9② ,18⑤ ,22④ , 
26③,31の 5間である｡
問題 9②の正答率は,222 8.パーセント,問題 1
⑤は44.パーセント,問題 ④は285 22 .パーセント,




























26人中の 8人は,問題 8の回答か,問題 9①の回
答のどちらかを用いて,説明している｡ 残りの誤答

































問題 18 6 .パーセ⑤の正答者は 1人,正答率は445
ントであった｡ 誤答者 17人で,無答者は 3人であ
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① ｢温帯の森林は 1年間に, 1平方キロメー トルあ
たり,何 トンの二酸化炭素を吸収しますか ?｣に対
する ｢3,500トン｣,問題 21③ ｢1年間に,平均 15
万平方キロメートルの熱帯林が伐採されているとい
うことは,約何 トンの二酸化炭素の処理能力が失わ
れたことになりますか ?｣に対する ｢5億 トン｣,
問題 22① 熱帯林の土壌は 1平方キロメー トルあ･ ｢
たり,何 トンの有機物を貯えていますか ?｣に対す
る ｢3万 トン｣,問題 22② ｢熱帯林が伐採される,
土壌から 1平方キロメー トルあたり,何 トンの二酸








































































問題 31の正答者は 5人,正答率は,5.56パーセ 
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結果的に, 1つの問いで ｢吸収｣と ｢外に逃がさな
い｣の 2つの回答を求めることになったため,この











単元 ｢森林と大気と生活｣では,問題 9② ,18 
















































壊されているか ?- (問題 1-4) 
(1) 熱帯林の分布一熱帯林は, どのような
地域に分布しているか ?- (問題 1-2) 
(2) 熱帯林の減少と日本人一 日本人は熱帯
林の減少に,どのように関係 しているか ? 
- (問題 3-4) 
Ⅲ	 熱帯林減少の原因 -熱帯林は,なぜ減少
しているか ?- (問題 5-18) 
(1) 日本 はフ ィリピンの熱帯林 を伐 りつ
くした一 日本はフィリピンから熱帯林を,
どれくらい輸入したか ?- (問題 5- 6) 
(2) 皆伐 と植林の失敗- ラワンの植林 に,
なぜ失敗したか ?- (問題 7-10) 
() 熱帯林の減少 と貧困- フィリピンは,3






帯林を減少させるか ?- (問題 14-16)
不毛の土地になるか ?- (問題 17-18)
なぜ洪水や干ばつが起こるか ?- (問題 19) 
Ⅳ 熱帯林の減少と二酸化炭素一熱帯林が減 
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少すると,なぜ大気中の二酸化炭素は増え
るか ? - (問題 20-22) 
V 化石燃料の使用 と二酸化炭素-化石燃料
を使用すると,なぜ大気中の二酸化炭素は
増えるか ? - (問題 23-28) 
(1) 大気中の二酸化炭素の移 り変わ り-大
気中の二酸化炭素は,どのように増えて
きたか ? - (問題 23) 
(2) 化石燃料の使用量の移 り変わ り一化石
燃料の使用量は,どのように増えてきた






むのか ? - (問題 29-36) 
(1) 地球の平均気温 と温室効果-地球の温
暖化とは,何か? - (問題 29-34)
気中の二酸化炭素が増えれば,なぜ地球
の温暖化が進むのか ? - (問題 35-36) 
Ⅰ｢熱帯林の破壊｣の (1)｢熱帯林の分布｣ (問題 
1-2)は,熱帯林がどこに分布し,それがどのよ
うに破壊されているかを認識すのが,ねらいである｡
問題 1- 2の正答率は 90パーセント以上であり,
このねらいは達成されたといえる｡ 
()｢	 問題 3-4)は,2 熱帯林の減少と日本人｣(
木材輸入を通して,日本人が熱帯林の減少に,どの
ように関係しているかを認識すのが,ねらいである｡






ことを認識すのが,ねらいである｡ 問題 5- 6の正










































いは,問題 15の③と 16の①である｡ 問題 15の③は,
｢伝統的焼畑農業では,なぜ熱帯林が減らないので
すか ?｣という問いである｡ 問題 16の①は,｢農村
や都市からあふれた人が焼畑農業を行うと,なぜ熱
帯林が減 りますか ?｣である｡ 問題 15の③正答率







問題 18の⑤である｡ 問題 18⑤の正答者は 16人,正
答率は 44.5パーセントであった｡ (1)の ｢問題の問
題点の分析と考察｣で明らかにしたように,問題 
17 8①～④の正答率は 9.,問題 1 44パーセント以上
と高く,熱帯林の土壌は 4- 5センチと薄いこと, 




















































③の正答率が,33.パーセントであり, 33 分の 1の
児童しか説明できなかったといえる｡ 















問題 32(丑の正答率は 100パーセントである｡ 地球の
温暖化とは,どうなることかを検証する問いは,問
題 33①である｡ 問題 33①正答率も100パーセント
であり,ここでのねらいは達成されたといえる｡ 






































午,福岡市立今宿小学校 4年),5間中 1間 3.9 9 (22
パーセント)-5),単元 ｢水のよごれと合成洗ざい｣
の学習書の場合 (1983年 ,同校 5年),77間中 4間 
(52 6,単元 ごみと生活｣の学習書.パーセント)(' ｢
の場合 (1992年,福岡市立玄洋小学校 4年 ), 152
間中 39間 (257パーセント)であった ` 単元. 7'｡
｢森林と水と生活｣の学習書の場合 (1992年,福岡

















無答者がいたのは問題 5①,②,③･,6①, 9②, 
10 1 7 8 9 ,2① ,22 2③ ,1⑦ ,1,1⑤ ,1⑤r 1 ④の 1間
であった｡このうち,無答者が複数いたのは問題 6 
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